
４年  単元名  段落のつながりをとらえながら読もう～びっくり！助け合いリーフレット交流会～ 

    教材名  「ヤドカリとイソギンチャク」 

 

＜ＡＢワンセット方式＞ 

 

 
 

導入 

 

 

 

 

・二つの説明文の書

き方を比べる。 

・教材文の「問い」

の効果に気づく。 

・教師によるリーフ

レットのモデルの

紹介 

・学習のめあてを持

つ。 

展開 

 

 

 

      Ａ① 

・「ヤドカリとイソギンチャク」

から筆者が一番伝えたいこと

を考える。 

 

 

    

 

 

    

 

Ａ② 

・リーフレットのつくりを確かめ、

「ヤドカリとイソギンチャク」の

はじめとおわりを要約する。 

 

 

    

 

Ａ④ 

・「ヤドカリとイソギンチャク」で

それぞれの利益を「問い」と「答

え」の形に要約する。 

発展 

 

 

 

 

・助け合いの関係が伝

わるように意識して

交流する。 

・学習の振り返りを行

う。 

・友だちのリーフレッ

トをもとに、読書を

広げる。 

 

 

 

      Ｂ③ 

・自分の選んだ生き物で、はじめと

おわりを要約する。 

 

 

   Ｂ⑧ 

       Ｂ⑤ 

・自分で選んだ生き物で、それぞれ

の利益を「問い」と「答え」の形

に要約する。 

単元構想モデル 

第二次において、「教科書教材（Ａ）→自分で選んだ本（Ｂ）→教科書教材→（Ａ）→自分で選んだ本（Ｂ）→・・・」と

１時間ごとに交互に読み進めていく方式。児童は、「ヤドカリとイソギンチャク」のリーフレットを作成しながら、次の時

間は自分で選んだ生き物で、同じようにリーフレットを作成していく。 

水戸部修治氏 編著『「単元を貫く言語活動」を位置付けた小学校国語科学習指導案パーフェクトガイド ３・４年』（明治図書、２０１４）参考 

 

学級でリーフレ

ットの交流会を

する 

 

交流会に向けて、教科書教材「ヤドカリとイソギンチャク」で『びっくり！助け合い

リーフレット』づくりのポイントをつかむ。 

単元のゴール

イメージを持

つ 

 

交流会に向けて、自分で選んだ生き物で『びっくり！助け合い

リーフレット』づくりのポイントをつかむ。 

 

 

並行読書 


